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(57)【要約】
【課題】消費電力を削減しつつ、データを連続的に取得
する。
【解決手段】生体信号のデータを無線で送受信する送信
部２と受信部４とを備え、送信部２が、生体信号検出手
段５によって検出された心電信号を含む生体信号のデー
タを記憶する記憶手段６と、該記憶手段６に記憶された
心電信号のデータにおいて、Ｒ波特定手段７によって特
定されたＲ波の位置に基づいて、心電信号のデータ内に
おいて圧縮する圧縮領域を特定する圧縮領域特定手段８
と、該圧縮領域特定手段８により特定された圧縮領域の
データを圧縮する圧縮手段９と、該圧縮手段９によって
圧縮領域が圧縮された心電信号のデータおよび記憶手段
６に記憶された生体信号のデータを送信する送信手段１
３とを備え、受信部４が、受信手段１４により受信され
た心電信号のデータにおいて、圧縮された圧縮領域のデ
ータを復調する復調手段１５とを備える医療用無線テレ
メータ装置１を提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体に配置され該生体の生体信号を検出するとともに検出した生体信号のデータを外部
へ無線で送信する送信部と、該送信部から送信された前記生体信号のデータを無線で受信
する受信部とを備え、
　前記送信部が、
　前記生体の心電信号を含む生体信号を検出する生体信号検出手段と、
　該生体信号検出手段によって検出された生体信号のデータを記憶する記憶手段と、
　該記憶手段に記憶された前記生体信号のデータのうち、心電信号のデータにおいてＲ波
を特定するＲ波特定手段と、
　該Ｒ波特定手段によって特定されたＲ波の位置に基づいて、前記心電信号のデータ内に
おいて圧縮する圧縮領域を特定する圧縮領域特定手段と、
　前記心電信号のデータにおいて、前記圧縮領域特定手段により特定された前記圧縮領域
のデータを圧縮する圧縮手段と、
　該圧縮手段によって前記圧縮領域が圧縮された心電信号のデータおよび前記記憶手段に
記憶された前記生体信号のデータを無線で送信する送信手段とを備え、
　前記受信部が、
　前記送信部から送信された生体信号のデータを無線で受信する受信手段と、
　該受信手段により受信された前記心電信号のデータにおいて、圧縮された圧縮領域のデ
ータを復調する復調手段とを備える医療用無線テレメータ装置。
【請求項２】
　前記圧縮領域特定手段が、前記Ｒ波特定手段により特定されたＲ波、ならびに、該Ｒ波
の位置から第１の所定の時間前までのＰ波領域および前記Ｒ波の位置から第２の所定の時
間後までのＴ波領域を除く領域を圧縮領域として特定する請求項１に記載の医療用無線テ
レメータ装置。
【請求項３】
　前記圧縮領域特定手段は、前記心電信号の電位が所定の閾値を超えた領域に基づいて、
前記圧縮領域を特定する請求項１に記載の医療用無線テレメータ装置。
【請求項４】
　前記送信部が、
　前記生体信号検出手段により検出された心電信号に基づいて、前記生体の異常を判定す
る異常判定手段と、
　該異常判定手段により前記生体の異常が判定されたときに、前記圧縮手段による前記心
電信号のデータの圧縮を停止させて、前記記憶手段により記憶された心電信号のデータを
送信手段により送信させる制御手段とを備える請求項１に記載の医療用無線テレメータ装
置。
【請求項５】
　前記送信部が、前記記憶手段により記憶された生体信号のデータのうち、前記送信手段
により送信するデータを選択するデータ選択手段を備え、
　前記受信部が、前記記憶手段により記憶された生体信号のデータのうち、所定のデータ
を選択するように前記データ選択手段に指令する指令手段を備える請求項１に記載の医療
用無線テレメータ装置。
【請求項６】
　前記送信部が、前記生体信号検出手段により検出された心電信号に基づいて、前記生体
の異常を判定する異常判定手段を備え、
　前記データ選択手段が、前記指令手段による指令について所定の優先順位を記憶し、前
記異常判定手段により前記生体の異常が判定されたときに、前記指令手段による指令のう
ち、前記所定の優先順位の高い指令から順にデータを選択する請求項５に記載の医療用無
線テレメータ装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用無線テレメータ装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、患者の体に取り付けられて生体信号を検出する送信部から、外部に配置された受
信部へデータを無線で送信することにより、患者の生体情報を取得する医療用無線テレメ
ータ装置が知られている（例えば、特許文献１および特許文献２参照。）。特許文献１で
は、複数の送信部を設けることにより一度に送信可能なデータ量の増加を図っている。特
許文献２では、受信部が処理状況に応じてＡＣＫまたはＮＡＣＫを出力し、該出力に応じ
て送信部が次に送信するデータの量を増減させることによりデータ送信の効率化を図って
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－２８６８３号公報
【特許文献２】特開２００７－７５３７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のように送信部の数や送信するデータ量を増やすと送信に要
する消費電力も増え、送信部の電池の寿命を縮めてしまうという問題がある。特許文献２
では、受信部からＮＡＣＫが出力されたときに送信部からのデータの送信が一時的に中断
されるため、心電信号等の連続して取得したいデータが途切れてしまうという問題がある
。
【０００５】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、消費電力を削減しつつ、デー
タを連続的に取得することができる医療用無線テレメータを提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明は、生体に配置され該生体の生体信号を検出するとともに検出した生体信号のデ
ータを外部へ無線で送信する送信部と、該送信部から送信された前記生体信号のデータを
無線で受信する受信部とを備え、前記送信部が、前記生体の心電信号を含む生体信号を検
出する生体信号検出手段と、該生体信号検出手段によって検出された生体信号のデータを
記憶する記憶手段と、該記憶手段に記憶された前記生体信号のデータのうち、心電信号の
データにおいてＲ波を特定するＲ波特定手段と、該Ｒ波特定手段によって特定されたＲ波
の位置に基づいて、前記心電信号のデータ内において圧縮する圧縮領域を特定する圧縮領
域特定手段と、前記心電信号のデータにおいて、前記圧縮領域特定手段により特定された
前記圧縮領域のデータを圧縮する圧縮手段と、該圧縮手段によって前記圧縮領域が圧縮さ
れた心電信号のデータおよび前記記憶手段に記憶された前記生体信号のデータを無線で送
信する送信手段とを備え、前記受信部が、前記送信部から送信された生体信号のデータを
無線で受信する受信手段と、該受信手段により受信された前記心電信号のデータにおいて
、圧縮された圧縮領域のデータを復調する復調手段とを備える医療用無線テレメータ装置
を提供する。
【０００７】
　本発明によれば、患者の体に配置された送信部から受信部へ、生体信号検出手段によっ
て検出された患者の生体信号が送信されることにより、患者の生体信号の情報を取得する
ことができる。
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　この場合に、記憶手段によって記憶された心電信号のデータ内のＲ波の位置がＲ波特定
手段によって特定され、圧縮領域特定手段は、特定されたＲ波の位置とその前後、すなわ
ち、Ｐ波およびＴ波とを除いた領域を圧縮領域として特定する。そして、該圧縮領域のデ
ータが圧縮手段により圧縮されてから心電信号のデータは送信手段により送信される。受
信部は、受信手段により受信した心電信号のデータに含まれる圧縮領域のデータを復調手
段により復調する。
【０００８】
　すなわち、心電信号のデータにおいて診断に重要な波形が表れている領域は生データを
送信しつつ、波形の変化が小さく情報量が少ない領域のデータを圧縮することにより心電
信号のデータのサイズが効果的に縮小される。これにより、データの送信に要する送信時
間を短縮して送信部の消費電力を削減することができる。また、生体信号のデータは受信
部の処理状況に依らずに送受信されるので、生体信号のデータを連続的に取得することが
できる。
【０００９】
　上記発明においては、前記圧縮領域特定手段が、前記Ｒ波特定手段により特定されたＲ
波、ならびに、該Ｒ波の位置から第１の所定の時間前までのＰ波領域および前記Ｒ波の位
置から第２の所定の時間後までのＴ波領域を除く領域を圧縮領域として特定することとし
てもよい。
　このようにすることで、圧縮領域の特定を簡略にすることができる。
【００１０】
　また、上記発明においては、前記圧縮領域特定手段は、前記心電信号の電位が所定の閾
値を超えた領域に基づいて、前記圧縮領域を特定することとしてもよい。
　このようにすることで、所定の閾値を、Ｐ波、Ｒ波およびＴ波が超えるように設定する
ことにより、各波が容易に特定され、圧縮領域の特定を簡略にすることができる。
【００１１】
　また、上記発明においては、前記送信部が、前記生体信号検出手段により検出された心
電信号に基づいて、前記生体の異常を判定する異常判定手段と、該異常判定手段により前
記生体の異常が判定されたときに、前記圧縮手段による前記心電信号のデータの圧縮を停
止させて、前記記憶手段により記憶された心電信号のデータを送信手段により送信させる
制御手段とを備えることとしてもよい。
　このようにすることで、生体の心電信号に異常が生じると、検出された心電信号の全て
の領域が生データで取得され、心電信号をより正確に確認することができる。
【００１２】
　また、上記発明においては、前記送信部が、前記記憶手段により記憶された生体信号の
データのうち、前記送信手段により送信するデータを選択するデータ選択手段を備え、前
記受信部が、前記記憶手段により記憶された生体信号のデータのうち、所定のデータを選
択するように前記データ選択手段に指令する指令手段を備えることとしてもよい。
　このようにすることで、所望の生体信号のデータを任意に取得することができる。
【００１３】
　また、上記発明においては、前記送信部が、前記生体信号検出手段により検出された心
電信号に基づいて、前記生体の異常を判定する異常判定手段を備え、前記データ選択手段
が、前記指令手段による指令について所定の優先順位を記憶し、前記異常判定手段により
前記生体の異常が判定されたときに、前記指令手段による指令のうち、前記所定の優先順
位の高い指令から順にデータを選択することとしてもよい。
　このようにすることで、生体の心電信号に異常が生じると、指令手段による指令うち、
優先順位の高いデータから順に受信部へ送信される。これにより、生体の異常時において
重要なデータを迅速に取得することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、消費電力を削減しつつ、データを連続的に取得することができるとい
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う効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係る医療用無線テレメータ装置の全体構成図である。
【図２】図１の医療用無線テレメータ装置により送信される心電信号の圧縮領域を説明す
る図である。
【図３】図１の医療用無線テレメータ装置の動作を説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の一実施形態に係る医療用無線テレメータ装置１について、図１～図３を参照し
て以下に説明する。
　本実施形態に係る医療用無線テレメータ装置１は、図１に示されるように、患者の体内
または体表に取り付けられた送信部２と、該送信部２から送信された情報を受信してモニ
タ３に出力する受信部４とを備えている。
【００１７】
　送信部２は、生体信号を検出する生体信号検出手段５と、検出された生体信号のデータ
を記憶する記憶手段６と、検出された生体信号のうち心電信号のデータ内において、Ｒ波
を特定するＲ波特定手段７および圧縮領域を特定する圧縮領域特定手段８と、心電信号の
データを圧縮する圧縮手段９と、受信部４へ送信するデータを選択するデータ選択手段１
０と、心電信号の異常を判定する異常判定手段１１と、心電信号に異常が発生したときに
送信するデータを制御する制御手段１２と、データを受信部４へ無線で送信する送信手段
１３とを備えている。
【００１８】
　また、受信部４は、送信部２から送信されたデータを無線で受信する受信手段１４と、
受信した心電信号のデータ内に含まれる圧縮領域のデータを復調する復調手段１５と、取
得したいデータの送信を送信部２に指令する指令手段１６とを備えている。
　生体信号検出手段５は、心臓または胸部の体表に配置された電極を有し、該電極により
検出された電位から患者の心電信号を得るようになっている。また、生体信号検出手段５
は、従来の医療用テレメータ装置と同様に、呼吸数や血圧、体温、酸素飽和度等の生体信
号を検出するようになっている。
【００１９】
　記憶手段６は、一般的なメモリが用いられ、生体信号検出手段５により検出された生体
信号のデータ、および、検出された生体信号における異常の発生等のエピソードログや医
療用無線テレメータ装置１のシステムログ等のログ情報をデジタルデータとして記憶する
。
　Ｒ波特定手段７は、記憶手段６により記憶されていく心電信号を順次所定の時間ずつ、
例えば、正常時の１心拍当たりの時間ずつ抽出して、電位の変化率が所定の閾値を越えた
領域、あるいは、電位の大きさが所定の閾値を越えた領域をＲ波領域として特定する。
【００２０】
　圧縮領域特定手段８は、図２に示されるように、Ｒ波特定手段７により特定されたＲ波
領域の開始時刻から第１の所定の時間ΔＴ１前までの領域をＰ波領域、また、Ｒ波領域の
終了時刻から第２の所定の時間ΔＴ２後までの領域をＴ波領域として設定する。そして、
Ｐ波領域、Ｒ波領域およびＴ波領域を除く領域を、圧縮領域として特定するようになって
いる。
【００２１】
　圧縮手段９は、圧縮領域特定手段８により圧縮領域が特定されたデータ内の圧縮領域の
データを圧縮する。圧縮方法は、既存の方法が用いられるが、可逆的であることが好まし
い。例えば、圧縮領域のデータを、データのサンプリングの有効ビット数を下げることに
より圧縮する。これにより、電位の変動が小さく情報量が少ない圧縮領域は、元のビット
数に復調したときにデータが欠損することなく復元される。
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【００２２】
　データ選択手段１０は、受信部４から送られてきた指令（後述）に基づいて、記憶手段
６によって記憶されているデータの中から、指令されたデータを選択して送信手段１３に
出力する。また、データ選択手段１０は、データの選択について、患者に異常が発生した
とき重要性が高いものから順に設定された所定の優先順位が記憶されている。
　異常判定手段１１は、生体信号検出手段５によって検出された心電信号から患者の心拍
数を計測し、計測された心拍数に基づいて、頻脈または細動を判定するようになっている
。
【００２３】
　制御手段１２は、異常判定手段１１によって頻脈または細動が判定されたときに、Ｒ波
特定手段７、圧縮領域特定手段８および圧縮手段９による心電信号のデータの処理を一時
停止させ、記憶手段６に記憶された心電信号のデータを選択して送信手段１３へ送るよう
にデータ選択手段１０を制御する。また、このときに制御手段１２は、受信部４から送信
を指令されているデータが存在する場合には、指令されているデータを所定の優先順位に
従って順次選択するように、データ選択手段１０を制御する。
【００２４】
　受信部４は、モニタ３に接続され、受信手段１４によって受信した心電信号と他のデー
タをモニタ３に表示するようになっている。
　復調手段１５は、受信手段１４によって心電信号のデータが受信されると、圧縮方法に
応じた既存の復調方法を用いてデータ内に含まれる圧縮領域のデータを復調し、モニタ３
に表示させる。
　指令手段１６は、例えば、モニタ３に表示されたデータのコマンドから操作者が所望の
コマンドを選択することにより、受信手段１４から送信手段１３を介してデータ選択手段
１０へ、所定のデータの送信を指令するようになっている。
【００２５】
　このように構成された医療用無線テレメータ装置１の動作および作用について、図３を
参照して以下に説明する。
　本実施形態に係る医療用無線テレメータ装置１は、送信部２が常時生体信号を検出して
（ステップＳ１）得られたデータを順次記憶する（ステップＳ２）。心電信号に異常が発
生していない場合は（ステップＳ３）、記憶された心電信号の略１拍分のデータ内におい
てＲ波を特定したら（ステップＳ４）、Ｒ波付近の心電波形が表れている領域を除いた圧
縮領域を特定（ステップＳ５）および圧縮して（ステップＳ６）、受信部４へ送信する（
ステップＳ７）。
【００２６】
　受信部４は、受信したデータが心電信号である場合（ステップＳ８）、その中に含まれ
る圧縮領域のデータを復調し（ステップＳ９）、モニタ３に全領域の心電信号のデータを
逐次表示させる（ステップＳ１０）。
　操作者が心電信号以外のデータを取得したいときは、所望のデータのコマンドを選択す
ると（ステップＳ１１）、送信部２が指令されたデータを選択して（ステップＳ１２）送
信し（ステップＳ７）、モニタ３上に心電信号とともに所望のデータが表示される（ステ
ップＳ１０）。
【００２７】
　患者の心拍に異常が発生した場合（ステップＳ３）、送信部２は、記憶された心電信号
の生データと受信部４から指令されているデータのうち優先順位の高いものとを選択して
（ステップＳ１２）送信し（ステップＳ７）、モニタ３には心電信号の生データとともに
他のデータが重要なものから順に表示される（ステップＳ１０）。
【００２８】
　このように、本実施形態によれば、心電信号において大きな波形が表れている重要な領
域は生データを取得しつつ、波形の変動が小さく情報量が比較的少ない領域が圧縮されて
送信される。これにより、送信時の心電信号のデータのサイズが効果的に縮小されて送信
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の所要時間が短縮され、特にデータの送信時の消費電力の全消費電力に占める割合が大き
い無線機器において、消費電力を効果的に削減することができるという利点がある。
【００２９】
　また、送信部２の電池の寿命を延ばすことにより、送信部２の交換の頻度が低くなり、
特に、送信部２が体内に埋め込んで使用される場合に、患者の身体的、精神的および経済
的な負担を軽減することができるという利点がある。
　また、心電信号のデータは、受信部４の処理状況に依らずに略１拍ごとに連続的に送受
信されるので、途中で途切れることなく連続した心電信号を取得することができるという
利点がある。
【００３０】
　また、心電信号のデータの送信時間を短縮することにより、送信手段１３がデータを送
信しない空白の時間がより多く確保される。これにより、心電信号の送信の合間に、他の
データの送信をスムーズに行うことができる。
　また、心電信号に異常が発生した場合には、心電信号の生データが取得される。これに
より、波形に異常が表れている領域のデータが圧縮されてデータの一部が欠損し、正確な
心電信号がモニタ３に表示されないという不都合を未然に防ぎ、心電信号による診断を正
確に行うことができる。
【００３１】
　上記実施形態においては、心電信号に異常が発生したときに、心電信号のデータを全領
域において生データで送信することとしたが、これに代えて、一部の領域のデータを圧縮
して送信することとしてもよい。
　たとえば、異常判定手段１１により異常が判定されたら、制御手段１２が、心電信号の
データにおいて電位が所定の閾値より小さい領域を圧縮領域として特定するように、圧縮
領域特定手段８を制御する。圧縮手段９は、特定された圧縮領域の電位を、同一の値、例
えば、０として圧縮する。すなわち、心電信号のデータは、電位が小さい領域において波
形が直線に近似されて送信される。
【００３２】
　このようにすることで、患者の異常時において、心電波形に大きな変化が表れている重
要な領域においては生データを取得しつつ、心電信号のデータのサイズが効果的に縮小さ
れて送受信される。これにより、心電信号および他のデータの送受信が効率化され、必要
なデータを迅速に取得して患者の診断をスムーズに行うことができる。
【符号の説明】
【００３３】
　１　医療用テレメータ装置
　２　送信部
　３　モニタ
　４　受信部
　５　生体信号検出手段
　６　記憶手段
　７　Ｒ波特定手段
　８　圧縮領域特定手段
　９　圧縮手段
　１０　データ選択手段
　１１　異常判定手段
　１２　制御手段
　１３　送信手段
　１４　受信手段
　１５　復調手段
　１６　指令手段
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